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博士学位論文審査等の結果について（報告）	
 

	
 

始原的隕石の主要構成鉱物であるコンドリュールの周りには，溶融によって形成されたと

考えられる igneous リムが存在する．この igneous リムは，コンドリュール形成後の初期

太陽系の物質進化の情報を記録している．しかし，炭素質コンドライトは，より若い時代の

隕石母天体上における水質変質および熱変成を経験したことにより，igneous リム形成時の

岩石学的・酸素同位体的特徴が変化しているため，igneous リム形成過程については，よく

わかってない．	
 

本研究では，igneous リム形成作用で生き残ったと考えられる非常に 16O に富む前駆物質

に残る記録から igneous リム形成過程を記述することを目的とし，マイクロスケールの二次

元化学組成および同位体顕微鏡システムによる酸素同位体二次元イメージングを組み合わせ

た分析を行った．	
 

得られた化学組成と組織の結果から，炭素質コンドライト中の igneous リムのかんらん

石は，３種類の起源に分類できることが判った．特に同位体顕微鏡を用いた 2 次元酸素同位

体組成分布から，かんらん石には従来報告されていた酸素同位体組成をもつ結晶の中に非常

に 16O に富む部分があることが判った.隕石母天体上で，かんらん石は，水質変質・熱変成を

受け Fe-Mg 拡散（1.3	
 µm）が生じているが，このとき酸素の組成は変化しないことを導い

た．一方で，2 次元酸素同位体組成分布から igneous リム形成時に酸素の拡散（1µm）が生

じていることが明らかになり，この加熱作用により，同時に Fe-Mg 拡散が 10	
 µm 以上拡散す

ることが分かった．この酸素の拡散結果から見積もった igneous リム形成加熱時間から，

igneous リム形成は，コンドリュール形成とよく似た短時間加熱イベントであることが明ら

かになった．本研究により，隕石母天体による変成の影響と igneous リム形成時の化学組

成・酸素同位体組成の変化が初めて区別され，igneous リム形成条件を定量的に考察できた．	
 

	
 	
 

以上の成果は，今後の宇宙化学分野における物質進化過程に大きく貢献を呈するものであ

る．よって著者は，北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める．	
 

	
 


